




平成２３年９月２２日 

 

土砂災害防止法に基づく緊急調査の随時情報 １２ 

【奈良県野迫川村北股】 

 

近畿地方整備局 

 

本日（２２日）午後、奈良県野迫川村北股の河道閉塞状況についてヘリによる調

査を実施しました。（調査者：土木研究所 主任研究員 山越
やまごし

 隆雄
たかお

 ） 

天候は回復しましたが、依然として湛水池の水位は高く、危険な状況が続いてい

ます。引き続き厳重な警戒をお願いします。 

 

【奈良県野迫川村北股 ヘリ調査メモ】 

・ 現場にヘリコプターで１３:３０頃到着。 

・１９日の空撮写真と比較して、湛水域は拡大している。（１９日と比較して水位が

上昇している。） 

・調査時点で越流はしておらず、痕跡も見当たらない。（越流していない。） 

・湛水池由来のものかは不明であるが、堆積土砂下流端に比較的流量の大きい湧水 

 が認められる。 

・崩壊地に小さな水たまりや土砂の堆積などが認められる。ただし、目視では堆積

土砂全体としての大きな変状は認められない。 

・北股川の河道閉塞応急掘削箇所については、問題なく流水が疎通していた。 

 

 

 



北股

９月２２日 １３：３０頃撮影

ヘリからの空撮
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